
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助人工心臓（VAD）の役割 

BTT（Bridge to Transplantation）：心臓移植までの橋渡し       

BTR（Bridge to Recover）：心臓の機能回復までの橋渡し 

DT（Destination Therapy）：心不全治療としての恒久的使用   

 

 

               あらお健康手帳のこと 

みなさんは『あらお健康手帳』のことをご存知ですか。ご存知ない方にとっては、『あらお健康手帳』とは？？です

よね。以下は、荒尾市役所HPにある『あらお健康手帳』の説明を抜粋し掲載しています。    

2017年に A5サイズのバインダーに健康に関するあらゆる情報を自由にカスタマイズし、まとめることのできる

「あらお健康手帳」が開発されました。2019年 4月からかかりつけ医を中心に配布され、2020年にはグッド

デザイン賞を受賞しています。                                                  

 

心不全の患者さんにとって、再入院予防のため入院中から心不全や自己管

理能力を高める為、様々な職種による説明をさせていただいています。 「自

己管理能力」を高めるためのツールとして『あらお健康手帳』を使用してい

ます。毎日の血圧・体重推移や自覚症状などを記載することでデータを可

視化し、心不全増悪の回避、さらに早期受診行動へ繋げることができるよ

う、セルフモニタリングを実施してもらっているのです。つまり、この手帳は患

者さんにとって『大切なもの』となっているのです。 

       

       

         

                                               

                                                

文責：慢性心不全看護認定看護師 

                        岩川 美子 

【脳卒中患者の誤嚥を防ぐポイント】 

✔姿勢を整えることが誤嚥予防の基本です 

脳卒中後は嚥下機能が低下しやすく、姿勢が不適切

なまま食事をすると誤嚥の原因になります。 

 

•座れる場合 → 背中 90° あごを軽く引く  

•座れない場合 → 30〜60°以上起こす  

•枕やクッションで頭の位置を調整  

•足底をつけて安定させる  

正しい姿勢を整えることで、誤嚥・むせ・誤嚥性肺炎の

予防につながります。 

✔注意が必要な場面 

 食事中にむせる  

 声がゴロゴロする  

 食事に時間がかかる  

 食後すぐ横になる  

 

✔まとめ 

誤嚥予防の基本は、姿勢・見守り・食形態・声かけです。 

職員全員で安全な食事を支援しましょう。  

 
 

文責：脳卒中リハビリテーション看護認定看護師               
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